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業経済研究報告 (33)~東北大学、 2002 年 7 月
17 Iヨpp.67-820
金山町中田小学校廃校の再利用
ーイ主民との交流と通じて一
何楊ヰ
今回、金山町の廃校(中田小学校)で約一
時間かけて、地域の住民と自分たちの廃校
活用に関して意見を交流した。その経緯と
結果をここで記述したいと思う。私たちは
各グノレープに分かれてディスカッション
を行った。私たちのクゃルーフ。は5人で、自
分を除いて全てが宇都宮大学の学生であ
った。ここで、私たちのグループ。の討論の
結果及び住民の人達とのやり取りを記述
したいと思う。
グ、ループ内のディスカッション
話し合いの中で、最初は廃校をスポーツ
ジムにしようとしづ結果が出た。なぜなら、
当廃校は体育館が非常に立派で、校舎も
広々としているためスポーツジムにする
には最適だと感じた。再利用をする上で校
舎の改装も少なく、卓球等のスポーツを取
り組めば費用は比較的低くなると考えた
からだ。しかし、他のグループでも似たよ
うな意見は多数出ていた。また、スポーツ
クラブに活用しでも、新たに遠くから人
(客)が出向くとも考えにくいと私たちは
考えた。過疎地を発展させるには人を外か
ら呼び込まなくてはならない。住民たちの
みで楽しむレクリエーションを造るので
は意味が薄いと私たちは考えた。
そこで討論の結果私たちは廃校を旅館
本筑波大学大学院博士前期課程教育学専
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にして活用することを考えた。しかし、一
般の旅館では面白くないため、幾つかの特
徴を考えた。① 給食をメインに食事を提
供する。(地域住民のため配達も可能)②
体育館のステージを使い映画上映、伝統芸
能、コンサート等を行う。更に、体育館で
プラネタリウムも可能で、はないかと考え
た。③ 野球場を利用して農業体験等を行
う。これらを考えた理由として何かインパ
クト、他では体験できないものでないと外
から客は入って来ないと考えたからであ
る。まず、給食は学校を出ると食べる機会
はほとんどないと考えた、そこで各年代の
給食を作り客に懐かしんでもらおうと考
えた。また、客のレクリエーションの場と
して体育館を利用し、一般では経験できな
い農体験も野球場で行おうと考えたので
ある。このような結果をもとに地域住民と
の意見交流に臨んだ。
住民との意見交換
私たちのグループ。には年配の男性二人
(金山町の住民)が力日わった。しかし、討論
に至る前に私たちの考えは打ち砕かれる
結果となった。彼らによれば、旅館はすで
に近くのスキー場にあり、そこの旅館も来
客者不足で経営困難であるとおっしゃっ
ていた。また、近くにはそばを提供する定
食屋があり、給食レストランの案もあまり
賛同してはくれなかった。しかし、私たち
としては、他にはない特色を持った旅館づ、
くりが肝心で、他にあってもそれに負けな
いもしくはそれ以上のものを作ろうとい
う趣旨で、あった。しかしながら、失敗は許
されないのかお二人はあまり積極的では
なかった。もちろん自分たちの案が完壁で
あるとは考えていなし¥。しかし、住民遠の
考えは引っ込みがちなところが見受けら
れる。もちろん、必ず成功させたい、これ
以上失敗もしくは悪い方向に進んでほし
くないという不安は理解できる。しかし、
地域住民がもっと積極的にならない限り、
事態は変化しないのではないだろうか。な
ぜなら必ず成功するプロジェクトは存在
しなし1からである。住民たちを前にして自
分の無力を感じたのが正直な感想、である。
上述の問題を解決するにはマーケティン
グの意見等も必要不可欠になるだろう。ま
た、まだまだ金山町の若い方々の参加が少
ないと思う。その理由としてまだまだ年功
序列の傾向があり、若い者の意見、マイノ
リティーの意見が重視されていないと考
えられる。若い人間の人材発掘、活用も今
後の課題となると考えられる。
上述のように、ク守ルー フ。内で、のフ。ランが
住民に納得していただいたとは言い難い
結果となったO 今回は、住民との話し合い
なしに案を練ったため、自分たちの考えを
一方的にアウトプットするかたちとなっ
てしまった。住民の意見を組みながら考え
たらもっと違った結果が出たのではない
かと思った。住民との意思伝達にも準備が
不足していて、もっと一緒に検討できれば
良かったと思う。
また、金山町の住民は外から人を呼び込
むことに専念している。しかしながら、今
現在の若者住民を如何に地域に残してい
くかそれも重要な課題であると考える。地
域の蘇生には地元の若者たちの力も欠か
せなし1からである。しかし、納得のいく職
???
場が見つからない。このことが若者の流出
の決定的な原因である。宮口 (2003) の述
べるように「今や、過疎地域においては、
多数の人の職場を誘致しようとしても、そ
れに見合う都合のよい豊富な労働力が存
在しないのがふつうである。過疎地域に望
ましい職場がないとはよくいわれるとこ
ろであるが、従来のように入れ物優先で職
場をつくっても、必要な労働力がいないの
が過疎地域なのである」。又、このことに
関して、過疎地域において最初から大型の
産業が成り立つ道理はなく、少人数で形成
された職場でもいいので、持続的に活動を
続けて行き徐々に発展していくことが重
要だと主張している。そして、このことは
地域再生の自信につながると述べている 10 
そして、地域に残った若手の人材を活用し、
地域に貢献していくプロセスこそが重要
なのではないかと思う。地域にないものを
ひたすら求めるのではなく、今あるもの、
人材で地域を再生させることが先手では
ないかと考える。
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l宮口イ同迫 『地域を活かす(改訂版u大明堂、
2003年、 pp.63-640
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